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AbstraCt

CalcareousnannofossilflorasinthelowerpartoftheOmmaFormationwereinvestigated,atbelow

sections:

1)OutcropsoftheOkuwaarea,southempartofKanazawaCity(thestratotypeoftheFormation).

2)BoringcoreoftheOkuwaarea.

3)OutcropoftheKofutamataarea,eastempartofthecity.

FromtwosectionsoftheOkuwaarea,calcareousnannofossilswerenotfoundfromthelowermost

partoftheOmmaFormation.However,eightgenera19speciesofcalcareousnallnOfossilsare

detectedfromthesectionoftheKofutamataar ea. Basedontheresult,investigatedhorizonsofthe

Kofutamatasectioncouldbeco汀elatedbetweenthedatumplanes12and10(between1.72and1.44

Ma;EarlyPleistocene)ofTakayamaetal.(1995).Further,thedatumplanell(1.65Ma日s

traceabletoaroundthehorizonofthepyroclastickeybedKOi.Theseinterpretationsandtheresult

ofTakayamaetal.(1988)showthatthegeologiCalagesofthebasalpartoftheOmmaFormationin

twoareasareneadyequal.

Thisreportisinpartofthestudyonsb:atigraphicalandpaleogeographicaldistributionoftheOmma

Formadon.

はじめに

石灰質ナンノ化石は,その名が示すとおり大きさ数〃m のさまざまな形をした生物起源の石灰質殻

である.これらの大部分は,単細胞の浮遊性鞭毛藻類円石藻 (coccolithophore)の細胞表面に鱗のよ

うに付着していた石灰質殻で,一般にコッコリス (coccolith)と呼ばれる.
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石灰質ナンノ化石は,顕微鏡下で観察するための試料処理が簡単であること,海成の堆横物中に豊

富に含まれること,分布が汎世界的であること,種が多様で,しかもその多くが地質時代を通して短

時間に顕著な進化を遂げたことなどの理由で,示準化石としてきわめて有用なものとなっている.

金沢市周辺の大桑層においても,石灰質ナンノ化石は地質時代を決定する上で最も有効な手段の-

っになっている.とくに大桑層の中部については,模式地である犀川の河床に極めて良好な連続露頭

が存在し,石灰質ナンノ化石の産出も連続的である (高山ほか,1988)ことから,古地磁気層序 (大

村ほか,1989:酒井ほか,1993)や氷河性海水準変動による堆積サイクル (北村 ･近藤,1990)など

と組み合わせた詳細な年代論が確立されている (Kitamuraetal.,1994).しかし,大桑層の下限およ

び上限の年代については,露頭の欠如のため岩相層序関係が不明瞭であること,時代指標種の産出が

少ないばかりか,石灰質ナンノ化石自体の産出も散点的になることなどの理由で,十分に明らかにさ

れていない.

最嵐 模式地である金沢市大桑地域の犀川河床では,大桑層基底部を含む露頭が新たに形成される

とともに,下位の犀川層との境界部分を貫くボーリングコアも得られた.また金沢市東部の小二叉地

域では,大規模な採土により下位の高窪層との境界部分を含む大桑層下部約40mの見事な連続露頭

が形成され,新鮮な試料の採取が可能になった.本論では大桑屑から産出する石灰質ナンノ化石につ

いて従来の研究成果を総括するとともに,これらの露頭やボーI)ングから得られた試料中の石灰質ナ

ンノ化石群集について報告し,大桑層と下位層との関係および大桑層基底の地質時代について言及す

る.

最上部新生界における示準化石としての石灰質ナンノ化石

ある生物種の出現や絶滅などで規定される時間面 (biohodzon)で地層を区分したものを,化石帯

(biozone)という.中生代ジュラ紀以降の地層からの産出が知られている石灰質ナンノ化石は,そ

の地質時代を通して,多くの種が出現 ･絶滅した.これらを用いて化石帯を設定する試みが,多くの

研究者によってなされている.新生界の石灰質ナンノ化石による化石帯区分としては,Martini(197

1)とOkadaandBukry(1980)によるものが有名である.前者では新生界全体が46帯に,後者は34

帯,58亜帯に,それぞれ区分されている.

一方,最上部新生界のみを対象として,さらに細かい石灰質ナンノ化石による化石帯区分をする試

みも,Gartner(1977),RahmanandRoth(1989)などによってなされている.これとは別にTakayama

andSato(1987)は,国際深海掘削計画第94次研究航海で北大西洋の6地点で掘削された試料の石灰

質ナンノ化石群集を詳細に検討し,第四系 (Discoasteybrouwertの絶滅屑準より上位)に12の ｢石灰

質ナンノ化石基準面｣(datum,bioholizon)を設定した.

これらの掘削試料では地磁気極性層序も確立きれており,基準面との対応関係も明らかにされてい

る.各基準面には地磁気極性年代尺度 (Berggreneial.,1985)の逆転年代値からの内挿法によって,

年代値も算出されている.これらの研究の結果として, ｢石灰質ナンノ化石基準面｣による第四系の

層序区分は,化石層序学的な手法としてはもっとも解像度が高いものとなっている.

これらの基準面の多くは,アラビア海 (インド洋,Satoetal.,1991)やオントン･ジャワ海台 (蘇

道太平洋,Takayama,1993)などの深海掘削試料,房総半島の海成第四糸車 (佐藤 ･高山 1988)

や,鮮新 ･更新統境界の模式地であるイタリアのⅤricaセクション(佐藤ほか,1988)にも追跡され,

地磁気魔性層序との対応関係も確認されている.秋田県男鹿半島の船川 ･北浦 ･脇本層,新鳩の西山

･灰爪層,それに北陸堆積盆地の大桑 ･薮田層など日本海側の最上部新生界では,基準面の追跡によ
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って相互の層序的対応はもちろん,房総半島など太平洋側の第四系や鮮新 ･更新統境界模式地との対

比も実現している (佐藤ほか,1988).

これら-弓垂の研究の中では,各基準面には便宜上 上位より下位へ①から⑩までの番号がつけられ

て議論がなされていた (佐藤ほか,1987など上 その後SatoandTakayama(1992)は,これらの試

料の群集を再検討し,それまで用いられてきた基準面番号⑥と⑦との間の層準に基準面をさらにもう

ーっ追加設定している.その結果,Satoetal.(1991)より前の報告の中で用いられている基準面番

号の,⑦よりも下位のものについては,それ以後数字がひとつ増やされた番号で議論されるようにな

っている (第1図).本論の中では議論上の混乱を避けるため,Satoetal.(1991)以前に用いられて

いる基準面を ｢佐藤ほか (1987)の基準面 ｣,Satoeial.(1991)以後現在に至るまで用いられている

基準面を ｢SatoandTakayama(1992)の基準面｣とよぶことにする.

最近高山ほか(1995)は, ｢SatoandTakayama(1992)の基準面｣ の年代値を,CandeandKent

(1992)によって大幅に改定された地磁気極性年代尺度で算出しなおして公表している.この基準面

と年代値の組み合わせについては, ｢高山ほか (1995)の基準面｣とよぶことにする.3種類の基準

面の番号,年代値およびその算出の根拠となっている地磁気魔性年代尺度の相互関係を,第1図に示す.

大桑層の石灰質ナンノ化石と研究目的

Hasegawa(1979)は金沢市周辺の大典層のほか,笛llI県小矢部地域の現川層,氷見地域の東田層

･十二町層から産出する有孔虫化石群兼を詳しく検討す るとともに,石灰質ナンノ化石について初め

て報告した.彼はこの報告の中で金沢市周辺の大桑層を十二町層の上部に対比し,石灰質ナン/化石

Gepkyrocapsa caribbeanicaの出現層準,浮遊性有孔虫Globorotalia injlata injlataの出現および

Globoquadrinaasanoiの絶滅層準などとの関係から,これを更新純としている.

高山ほか (1988)は大桑層の模式地である金沢市大桑地域の犀川河床ルートで,犀川屑の最上部と

大桑層のほぼ全ての層準から145点の試料を採取し,有孔虫および石灰質ナンノ化石群集に関する詳

細な報告をしている.ここでは,大桑層からは13属19種の石灰質ナンノ化石の産出が報告されてい

るが,大桑層の最下部に近い層準の試料から産出が認められたCyclicar:golithusjtoridanus(RoTHand

HAY)BtmRYは,中期中新世に絶滅することが知られている種である.この種は,犀川層から採取

された試料からも産出が認められていることから,下位層からの混入であると考察されている.この

群集の検討結果を,佐藤ほか (1987)の ｢ナンノ化石基準面｣に照らし合わせた結果によると,模式

地における大桑層には,基準面⑥～⑧ (0.89-1.19Ma)が確実に含まれており,おそらく基準面⑤

～⑨ (0.83-1.36Ma)までもが含まれるとされている.

志田ほか (1989)は,金沢市内の3地域 帽京谷,浅野川,夕日寺地域)ならびに富山県小矢部市八

清田地域 (第2回)における大桑層の石灰質ナンノ化石群集を検討し,12属20種の産出を報告して

いる.これらの群集の検討結果を佐藤ほか (1987)の ｢ナンノ化石基準面｣に照らし合わせた結果は,

大桑層の大部分がやはり下部更新統に対比されることを示している.しかし,その堆積開始の時期

は,金沢市中心部より東方の夕日寺および八溝田地域では基準面⑪の頃 (1.66Ma)であったのに対

し,金沢市南部の額谷 ･大桑 ･浅野川の各地域では基準面⑨の頃 (1.36Ma)と,地域によって多少

異なっていたとされている.

志田ほか (1989)によって比較的早い時期に堆積が開始したと考えられている,八溝田および夕日

寺地域の大桑層は,伊東 (1986)の珪藻化石の検討によって鮮新統であると考えられている高窪層を

覆っている.これに対して,比較的堆積開始が遅かった額谷 ･大桑 ･浅野川各地域の大桑層は,中部
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第1図｢石灰質ナン ノ化石基準面｣の変遷

MPTS:Geomagneticpolaritytimescale
(地磁気極性年代尺度)

FAD:Firstappearancedatum(出現
層準)

LAD:Lastappearancedatum(絶滅
層準)

網掛け部分は地磁気極性の正帯磁層準
,
小さな数字はMPTSの極性逆転年代値(Ma)を示す.
佐藤

ほか(1987)の基準面⑤は,
｢ReticulojTenestrasp.
Aの多産層準の上限｣として定義されている

･

Fig.
1
.
ChangesofnumbersandagesoftheりCalcareousNannofossilDatu mPl a



第2図.研究地域.八溝田の各地域は志田ほか (1

989)の研究地域を示す.Fig.2.Indexmapofthest

udyareas･中新統であると考えられている (Ogasawara,1977;高山ほか,1988)犀川層を覆う.

大桑層自体の堆積開始時期と,その基底に推定される時間間隙の長さとの関係は,大桑層を堆積させ

た海進の性質を考える上で注目される.本研究では,模式地である大桑地域で新たに得られた大桑層基底不整



しているが,それより下位の層準の地層は最近新たに露出したもので,必ずしも連続していない.層

理面は一般的に北北東方向に10敷皮程度傾斜するが,最下位の層準では,傾斜はほぼ北方向に10度以

下と緩くなる.

また,通称 "メガネ橋''(工事用仮設橋)がかつて存在した場所の右岸 (第 3図)では,深度25m

のポーリング (BV-3)が行われ,大桑層と犀川層の不整合境界部分を含む連続紙料が得られた.

コアの最上部約2.5mの部分は表土 (沖積層)で,深度約2.5-24mの層準が大桑層,約24mよりも

深い部分が犀川層とされている.ボーリングコアの署相層序ならびにこの付近における犀川層と大桑

層の関係などについては,塚脇 ･大河原 (1996)に詳しい.

本ルートの石灰質ナンノ化石については,高山ほか (1988)による詳細な報告がある.今回の研究

では,新たに地表に露出した犀川層の最上部より4点 (SGWO1-04),大桑層の基底部付近より5点

(SGWO5-09),合計9点の試料を採取した.また,ボーリングコアについては,深度2.6mより深

い部分について,層準間隔1m程度を目安に大桑層の部分から22点 (BV3-01-22),犀川層の部

第3図 大



分から1点 (BV3-23),合計23点の試料を採取した.試料採取地点およびポー))ング地点を第3回

に示す.

小二叉地域

金沢市北部の小二叉集落付近にある採土場 (第4図)には,高窪層の上部から大桑層の下部に至る

層厚にして約50mの地層が連続して露出している (1996年5月現在).この露頭の岩相柱状図を第5

図に示す.露頭下部の約10mの層準は,一部斜交層理が発達する軽石質凝灰岩層,炭質物を含む凝

灰質シルト岩層などからなる.これらの上位を,貝化石を多く含む約40mの青灰色塊状の細磯～細

粒砂岩層が穫う.柱状図の最下部に近い層準にある層厚約40cmの硬質泥岩層は,杉本 (1994)が本

露頭の東方約2kmに位置する加賀二俣向斜帯において記載した Le)層準の硬質泥岩層に相当し,

高窪層の上限はこの付近の層準に位置すると考えられる.層埋面は各層とも北西方向に約1度程度傾

斜し,少なくとも露頭内において層間の顕著な斜交関係は認められない.

青灰色砂岩層中には,2層の白色火山灰層 (仮にKOl,K02と呼ぶ)が挟まれる.大久保ほか

(1995)はこの2枚の火山灰層を,それぞれ模式地の01,02火山灰層に対比している.KOlの

上位2-3mの屑準に,やはり心形頬ウニ化石が密集する層準が存在する.本研究では,青灰色砂

岩部の基底付近からK02の下位約10mまでの部分について,層準間隔0.5-1m程度を目安に35点

の試料 (KFTO1-35)採取を行-Jた.試料採取層準を第5図に示す.
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第4図 小二又地域の露頭位置.地形図は国土地理院発行2万5千分の1

地形図 ｢金沢｣を使用.

Fig.4 Localityof血eoutcropin也eKofutamataarea･
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第5図 小二又地域の霧頭柱状図および試料採取層準.

Fig.5 Columnarsectionof仇eoutcropintheKofutamataareawith

samplinghorizons.
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試料処理および検鏡

試料の処理は,おおむね高山(1978)の方法に従ったが,いずれの試料も産出個体数が少ないため,

高山 (1978)の方法より1.5-2倍程度濃い懸濁液をつくり,超音波洗浄をやや長時間 (20秒程度)

かけてプレパラー トを作成した.

検鏡はオリンパス社のシステム生物顕微鏡BHSに偏光フィルターセットを装着したものを用い

た.各プレパラー トについて,600倍 (接眼15倍,対物40倍)で産出状況を観察した後,1,500倍 (揺

眼15倍,対物油浸100倍)で無作為に抽出した石灰質殻200個に対して同定を行い,群集構成を明らか

にした.

群 集 記 載

本研究で産出を確認した石灰質ナンノ化石を第1表に示す.

Gephyrocapsa属,Pseudoemiliania鳳 Reiiculdenestra属などのプラコリスについては,現在で

も研究者間で十分に統一された分類基準が確立されていない.本研究では,化石の保存状態も悪く,

光学顕微鏡を用いた同定しか行っていないため,光学顕微鏡でbridgeの存在が確認できる個体のみ

をGePhyrocapsa属とした.bridgeの存在が確認できず(溶解,欠損したと考えられるものも含めて),

ほかの属として同定できない個体については,全てReticulofenesiraspp.として扱い,以下の3つ

のグループに区分して同定を行った.

･Reticulofenestraspp. (middle,elliptical)長径が3-6FLmで楕円形のもの

･ReticulojTenesty;aspp. (middle,circulw)麗径3-6JLmでほぼ円形のもの

･ReiiculojTenestraspp. (small)長径3FLm以下のもの

大桑地域

ボーリングコアから採取した23点の試料のいずれからも,石灰質ナンノ化石の産出を認めることは

できなかった.また,地表のセクションについても,大桑層から採取したSGWO5-09の5点の試料

中に化石は全 く産 出しなか った.犀川層か ら採取 したSGWO1-04の4点か らは,数個体の

Coccolithusspp.の産出が認められたが,個体数が少ない上に保存状態も極めて悪い.高山ほか (19

88)は,SGWOlよりもやや下位と考えられる層準から採取した試料 (OKWIO)から,中新世の時代

指標種CyclicargolithusjZoridanusの産出を報告しているが,残念ながら今回採取した試料からその

産出を確認することはできなかった.

小二又地域

採取した35点の試料うち,KFTOl･02･05･11･12･13･35の7点を除く28点から石灰質ナンノ

化石の産出を認めたが,その保存状態は全ての試料で劣悪で,産出個体数も少ない.KFTO9･10･

20の3試料については,高波度の懸濁液からプレパラー トを作成 したにも関わらず,溶解 した

Coccolithuspelagicusが数個体認められるのみにとどまった.したがって,これらをのぞいた25点の

試料について,無作為抽出で200個体の同定を行い,群集を明らかにした.検討結果を第 6図に示す.

Coccolithuspelagicusの産出が優勢な試料が多く,KFT25-29の層準では9割以上を占める.

GQkyrocapsa属,Pseudoemiliania鳳 Reticulofenesira属などのプラコリスに関しては,全てが6

〟m以下の小型のもので,産出量は試料ごとに大きなばらつきがある.KFT23･KFr33などでは,

長径が3JLm以下と小型のGepkyrocaPsaやReticulofenestylaが4分の3以上を占めるのに対して,
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第1表 本研究において産出が認められた石灰質超微化石.

Table.1.Calcareousnannofossiltaxaidentifiedinthisstudy.

BraamdosphaeraDEFLANDRE(1947)

Braamdosphaerabigelowii(GRAN & BRAARUD.1935)DEFLANDRE(1947)

CalcidiscusXAHPTNER(1950)

CalcidiBCuSleptopms(HURRAY & BLACXHAN'1898)LOEBLZCH & TAPPAN(1978)

Calcidiscusmacintpei(BUXRY ABRA肌 ETTE'1969)LOEBLZCH aTAPPAN(1978)

CbccolithusSCHWAR2:(1894)

Coccolithuspelagicus(WALIJ=CH,1877)SCHILIJER(1930)

Coccolithusspp.

bphyrocapsaXAHPTNER(1943)

bphyraapsa句治rtaXAMPTNER(1963)

帥 apsacaribbeanicaBOUDREAUX & HAY(1969)

GephynxapsaoceanicaRMPTNER(1943)

GephyrMaPSaSPP.(Small)

HelicosphaeraR姐PTNER(1954)

Helicosphaeracartrei(WALLZCH′1877)RA出PTNER(1954)

HelicosphaeraseユIiiBUXRY & BRAZ4LETTE(1969)

Helicosphaerawallichii (IJOm Ⅳ,1902)BOUDREAUX良 HAY(1969)
Helicosphaeraspp.

Pseu血emuianiaGARTNER(1969)

PBeudoe血Iianialacunosa(mMPTNER,1963)GARTNER(1969)

ReticulofenestraHAY,船HLER AWADE(1966)
Reticulofenestraspp･(middle,elliptical)

Reticulofenestraspp･(middle,circular)

Reticulofenestraspp.(small)

UilbilicosphaeraLOHMANtT(1902)

【加出Iicosphaerasibogae (WEBER-VAN BOSSE,1901)G姐RDER(1970)

Hiscellaneous
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KFT27･KFT29･KFT30などでは全 く産出しない.Helico砂haera属や Calcidiscus属などに関して

は,上位に向かって産出が少なくなる傾向が認められる.KFT08やKFT16では,浅海域の堆積物中

に多産するとされる (Martini,1967;Takayama,1972)BraanLdosi,haera bigelowiiが10個体以上

産出することも注目される.

また,Miscellaneousとしてカウントしたものは,直径6ノJm前後の強い複屈折を示す円形の石灰

質殻 で,上部 白亜系一最下部 古第三系か ら産 出す るこ とが知 られて い るMarkalius属や

CyclqeloQhaeyla属と類似した形態的特徴を示すものである.二次堆積の可能性もあるが,大桑層の
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分布している地域の周辺にこのような時代の海成堆積物の存在は,現在のところ知られていない.断

続的ながら11度もの試料から産出が確認されているにもかかわらず,このような時代に生息していた

ほかの形態を示す石灰質殻が全く共産しないことを考えると,これが大桑層下部の堆積当時に生息し

ていた新種である可能性も,完全には否定できない.

時代を推定する上で指標となる種の産出については,HelicoQhaeraselliiおよび長径3-6/Jmと

小型のGebkyrocapsacaribbeanicaが,KFT25-29の層準を除くほぼ全ての層準で連続的に産出する

ことが注目される.また長径4JLm前後と小型のGepky710CaPsaoceanicaがKFT22から上位の層準で

断続的に産出し,この付近より上位の層準ではCalcidiscus属の産出が少なくなる.長径6FLm以上

の大型のGephyrocapsaは,全ての試料で産出が認められなかった.

考 察

大桑地域

今回検討を行った大桑地域の試料からは,時代を推定するに十分な石灰質ナンノ化石の産出を認め

ることはできなかった.この層準の大部分が,炭質物をしばしば含む比較的楓粒な宕相を示す (壊脇

･大河風 1996)ことから考えると,石灰質ナンノ化石の産出の欠如には,何らかの堆積環境に関係

した要因が存在する可能性が指摘される.

高山ほか (1988)は01火山灰層の上位約15mに,大型のGephy710CaPsaの出現層準を,そのさら

に上位約25mにHelicoQhaerlaSelliiの絶滅層準を,それぞれ認定 している.これらの基準面は,高

山ほか (1995)ではそれぞれ基準面⑲ (1.44Ma),⑨ (1.26Ma)とされている.塚脇 ･大河原 (19

96)によると,大桑層の基底不整合面は01火山灰層の下位約27mの層準に位置するので,単純に

外挿で考えると,その年代は1.74Ma頃ということになる.しかし,01火山灰層よりも下位の層準

が示す比較的岨粒な宕相から考えると,その年代はこれよりも新しくなるものと予想される.今回の

検討で石灰質ナンノ化石の産出が確認できなかったのでこれ以上憶測することはできないが,模式地

における大桑層に鮮新 ･更新統境界 (基準面⑲のやや下位,1.74Ma,高山ほか,1995による)が含

まれる可能性は低いといえる.

小二又地域

中二又地域の大桑層からは,保存状態はよくないものの,ある程度時代を推定することが可能な石

灰質ナンノ化石の産出が確認された.石灰質ナンノ化石の産出が確認されたほとんど全ての試料か

ら,G勿kyrocapsacaribbeanicaとHelico申hae71aSelliiの両種の産出が認められた.また,長径6pm

以上に達する大型のG砂hyrocapsaの産出は未確認である.この結果を高山ほか (1995)の ｢第四紀

石灰質ナンノ化石基準面｣に対応させると,検討した層準全体が基準面⑲ と⑲ との間に位置するこ

とになる.

一方KFr22よりも上位の層準から採取した試料からは,散点的ながら長径 4Fem前後と小型の

GQkyrocapsaoceanicaの産出が認められた.また,CalcidiscusmαCin砂yleiの産出は,KFT18を上限

としている.これらの結果は高山ほか (1995)の基準面⑳ が,01火山灰層の上位,試料KFT18と

22との問の層準に追跡されることを示す.

しかしながらKOl火山灰層よりも下位の層準については,化石の保存状態がよくない上に,産出

自体もとぎれがちになる.これよりも上位の層準においても,Gepky710CaPsa oceanicaの産出が散点

的であることを考えると,本種の産出の欠如は,試料の保存条件あるいは何らかの堆積環境に関係し
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た要因によるものであるという可能性も否定できない.また本研究で産出が認められたCalcidiscus

macinかrleiには,典型的な本種と比較して中央の開口部がやや小さい個体が多い.高山ほか (1988)

および志田ほか(1989)ち,Gephyrocapsaoceam'caの出現よりも上位の層準の大桑層から,Calctdiscus

macinかrm.あるいはCalcidiscuscf.macin&reiの産出を報告している.

以上の考察から本研究では,検討した層準全体を高山ほか (1995)の基準面⑲ と⑲ との間に位置

づけるのにとどめる.基準面⑪は試料KFT22の層準よりも下位に位置することは確実であるが,こ
れがKOl火山灰層よりも下位,Km O9付近の層準にまで下がる可能性も十分に考えられる (第6

図).高山ほか (1995)の年代値に従うと,今回検討した層準の年代は,1.65Ma前後,少なくとも1.

72Maよりも新しく,1.44Maよりも古いということになる.

大桑地域と小二又地域の対比

高山ほか (1988)の報告結果は,大桑地域の01火山灰層が高山ほか(1995)の基準面⑪ と⑨ との

間の層準に,02火山灰層が基準面⑲ と⑨ との間の層準に,それぞれ位置することを牢している･

今回の小二又地域の検討では,小二叉地域のKOl火山灰層は,高山ほか (1995)の基準面⑲ と

⑲ との間の層準に位置することが明らかとなった.したがってKOl火山灰層は,大桑地域地表の0

1火山灰層,あるいはポーリングコアの深度約10.5mの部分から確認されている層厚約30cmの白色

火山灰層 (塚脇 ･大河原,1996)に対比される可能性がある.KOlが01に対比きれるとすると,

小二又地域における基準面⑬ (高山ほか,1995)は,KOlよりも下位に追跡されることになる (辛

7図).

一方大久保ほか (1995)は,大桑層と富山県の現川層,十二町層の火山灰層による対比を試みてい

る.これによると小二又地域のKOlおよびKO2火山灰層は,大桑模式地の01および02火山灰

層に,それぞれ対比されている.また小沢 ･神谷 (1996)は両地域で介形虫化石群の変化を検討し,

大久保ほか (1995)が対比した2つの火山灰層間で,堆積環境の変化パターンが調和的であることを

報告している.01とKOlの両火山灰層が相互に対比されれば,大桑 ･小二又両地域間で心形類ウ

ニ化石の産出層準も相互に対比される (第7図).

今回の研究では,大桑地域の大桑層基底付近の層準から石灰質ナンノ化石を検出することはできな

かった.また小二又地域のKOl火山灰層よりも下位の層準についても,産出が散点的な上に保存状

態もよくないため,十分な検討を行うことができなかった.高山ほか (1995)の基準面⑪がKOl

よりも下位に追跡されると考えると,大久保ほか (1995)によるKOlと01の両火山灰層の相互対

比は,今回の研究結果と矛盾しない.しかしKOlがボーリングコア中の火山灰層に柑比される可能

性も,完全には否定できない.本論では両地域間の大桑層の相互対比は,野外における火山灰層の追

跡およびボー])ングコア中の火山灰の分斬聴束によって結論されるべきであると考え,結論を保留す

ることにする.

大桑層と高窪層 ･犀川層の層序関係について

大桑層と下位層との岩相層序関係については,依然不明瞭な点がある.金沢市南部の山科～額谷地

域では,大桑層は下位の各層 (医王山累層～高窪層)を著しい傾斜不整合の関係で覆うことが知られ

ている (田中,1970など).先にも述べたように,大桑地域における犀川層と大桑層との間には,軟

体動物化石 (Ogasawara,1977)および石灰質ナンノ化石 (高山ほか,1988)によって,中期中新世

から前期更新世という大きな時間間隙が推定されており,岩相層序学的にも不整合関係が確認されて
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いる (家脇 ･大河原,1996).

一方,金沢市北部の釣郡～小二又地域における高窪層と大桑層の関係については,従来整合関係に

あるとされてきたが (田中,1970など),規模は比較的小さいものの,傾斜不整合関係にあることが検

証されている (杉本,1994).一方,大久保ほか (1995)は富山県の頭川 ･十二町層の下部に挟在す

るHK2火山灰層を富山県西部の高窪層最上部の層準に追跡し,ここでは大桑層の基底にほとんど時

間間隙が存在しないとしている.

志田ほか (1989)は石灰質ナンノ化石によって,金沢市東部の夕日寺地域および富山県小矢部市の

八溝田地域の大桑層の堆積開始時期が,模式地 (大桑地域)のそれと比較して古い時代を示すことを

報告し,大桑層の堆積開始時期とその基底に推定される時間間隙の長さとの間に,何らかの相関があ

る可能性を指摘している.

これらに対して,化石などの証拠から高窪層の地質時代に関して議論できる資料は現在のところ少

なく,伊東 (1986)が金沢市東部の釣部地域から報告した珪藻化石層序による前期鮮新世という結果

があるのみに過ぎない.

以上のように金沢市東部における高窪層と大桑層の関係に関しては,現在なお各研究者間で統一的

な見解に至っていない.また犀川層と高窪層との層序関係についても,いまだ十分に明らかにされて

いない.

本研究では石灰質ナンノ化石の検討によって,小二又地域の大桑層の地質時代が,大桑地域におけ

るそれと大きく変わらないことが示された (第7図).この大桑層基底部の時代は,高窪層を下位層

とする地域から報告された地質時代としては,比較的新しいものである.この結果だけで,小二又地

域における高窪層と大桑層の層序関係について言及することはできないが,今後大桑層と下位層の広

域的な層序関係を議論する上での資料となることを購い,検討蘭果のみを示すことにする.

おわりに

本研究で対比に用いた ｢第四紀石灰質ナンノ化石基準面｣は,もともと深海掘削試料の検討に基づ

いて設定されたものであり,二次堆積や標本の保存条件,同定の個人差など,化石層序学的手法に普

遍的な問題点も抱えていることは,高山ほか (1995)などにも詳しく述べられている.今回の検討で

は,種 (G砂kyrocapsaoceanica)の産出の欠如が,標本の保有条件,あるいは何 らかの環境要因に

よるものである可能性を評価できなかったために,基準面 (高山ほか,1995の基準面⑱)の位置す

る層準を正確に決定することができなかった.

時代的変遷と環境要因,標本の保存条件を分離して,群集構成を量的に議論することは,盲海洋環

境緒標者としての石灰質ナンノ化石研究のためにも,避けることができないと考えられる.今回検討

した小二又地域のわずかな層準の中でも,小型のプラコリスや現生では寒冷種 とされている

Coccolithuspel曙icus,浅海域に多産することが知られているBrlaanidosi)hae71abtgelowiiなどの産出

量比が大きく変化することが認められた.このような石灰質ナンノ化石の群集構成の急激な変化が,

環境要因とどのような関係にあるのか興味深い.しかし今回群集検討のために行った試料処理は,追

速に定性的な検討を行うための方法であり,定量的な構成を評価するには不十分である.いずれにし

ても,試料処理法から群集の評価方法にまで,解決するべき問題は多い.
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(図版説明)大桑層から産出する石灰質ナンノ化石9種の光学顕微鏡写真

写真の倍率は全て同じ.各番号のaは直交ニコル下,bは平行ニコル下で撮影.

CalcareousnannofossilsfromtheOmmaFormation.Allfiguresaresamemagrdfication.

a:αossednicols,b:withoutnicols.

1a･1b BrlaanLdo申haeTlabigelowii(GRAN&BRAARUD)DEFLANDRE

sampleno.KFT17.

2aI2b Calciゐcwleptoporus(MURRAY&BLACKMAN)LoEBLICH&TAPPAN

sampleno.KFT15.

3a･3b CalcidiscusmacinbJrei(BuKRY&BRAMLETTE)LoEBLICH&TAPPAN

sampleno.KFT15.

4a･4b CoccoliihusPelLqicus(WALuCH)ScHILLER

sampleno.KFT26.

5a･5b G申hyrocapsacalibbeanicaBoUI)REAUX&HAY

sampleno.KFT33.

6a･6b G申kyrocaPsaoceantcaKAMPTNER

sampleno.KFT34.

7a･7b Helicα妙haeylaCartrei(WALuCH二)KAMPTNER

sampleno.KFT30.

8a･8b Helicosi)haeylaSelliiBuKRY&BRAMLm E

sampleno.KFr24.

9a･9b Pseudoemilianialarunosa(KAMPTNER)GARTNER

sampleno.KFr17.

184



1


